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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置で用いるためのリザーバ組立体であって、
　インク供給源から圧力下で液体インクを受け取るように構成されたインク入口ポートを
含む背面プレートと、
　前記インク供給源から受け取ったインクを保持し、前記インクがプリントヘッドに連通
するように構成されたインク槽を含む前面プレートと、
　前記背面プレートに結合された第１の中間プレートであって、前記第１の中間プレート
及び前記背面プレートは、これらの間にフィルタ・チャンバを囲み、前記フィルタ・チャ
ンバは、前記インク入口ポートを介してインクを受け取り、また受け取ったインクを、前
記第１の中間プレート内のインク供給経路開口へ向けるように構成され、前記第１の中間
プレート内のインク供給経路開口は、第１の断面積を有し、前記フィルタ・チャンバは、
前記インク入口ポートと前記第１の中間プレート内の前記インク供給経路開口との間に配
置された少なくとも１つのフィルタを含み、前記第１の中間プレートは、前記フィルタか
ら前記第１の中間プレートを通じて流れるインクの断面を減少させる、前記第１の中間プ
レートと、
　前記第１の中間プレートと前記前面プレートとの間に結合された第２の中間プレートで
あって、前記第２の中間プレートは、前記第１の中間プレート内のインク供給経路開口と
位置合わせされたインク供給経路開口を含み、前記第２の中間プレート内のインク供給経
路開口は第２の断面積を有し、前記第２の中間プレート内のインク供給経路開口の第２の



(2) JP 5094892 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

断面積は、前記第１の中間プレート内のインク供給経路開口の第１の断面積よりも小さい
、前記第２の中間プレートと、
　前記第１の中間プレートと前記第２の中間プレートとの間に位置付けられたヒータであ
って、該ヒータは、前記第１及び第２の中間プレート内のインク供給経路開口と位置合わ
せされたインク供給経路開口を有し、前記ヒータ内のインク供給経路開口は、前記第１の
中間プレート内のインク供給経路開口及び前記第２の中間プレート内のインク供給経路開
口よりも大きく、前記ヒータから前記第２の中間プレートを通じて流れるインクの断面を
減少させるものであり、前記ヒータは、前記フィルタ・チャンバ、前記インク供給経路、
及び前記インク槽内に収容される固形インクを溶融状態で維持するために、前記リザーバ
組立体において熱を生成するように構成されている、前記ヒータと、
を含むことを特徴とするリザーバ組立体。
【請求項２】
　画像形成装置で用いるためのリザーバ組立体であって、
　インク供給源から液体インクを受け取るように構成されたインク入口ポートを含む背面
プレートと、
　前記インク供給源から受け取ったインクを保持し、前記インクがインク槽からプリント
ヘッドへ流れるのを可能とするように構成されたインク槽を含む前面プレートと、
　前記前面プレートと前記背面プレートとの間に配置された泡プレートと、
を含み、前記泡プレート及び該背面プレートは、これらの間にフィルタ・チャンバを囲み
、前記フィルタ・チャンバは、前記インク入口ポートを介してインクを受け取るように構
成され、該泡プレートは、該フィルタ・チャンバから前記インク槽までのインクの流れを
抑制して、前記泡プレートを通じて流れるインクの断面を減少させ且つ前記泡プレートを
通じて流れるインクにおける気泡を剪断するために、少なくとも１つの寸法が前記インク
入口ポートよりも小さいインク供給経路開口を有し、該フィルタ・チャンバは、該インク
入口ポートと該泡プレート内の前記インク供給経路開口との間に配置された少なくとも１
つのフィルタを含み、
　前記リザーバ組立体は、更に、
　前記フィルタ・チャンバ及び前記インク槽内に収容される固形インクを溶融状態で維持
するために、前記リザーバ組立体において熱を生成するように構成されたヒータを含み、
前記ヒータは、前記泡プレート内のインク供給経路開口よりも大きいインク供給経路開口
を有する、ことを特徴とするリザーバ組立体。
【請求項３】
　前記ヒータは、前記フィルタ・チャンバ、前記インク供給経路、及び前記インク槽内に
収容される固形インクを、９０℃から１４０℃までの間に維持するのに十分な熱を生成す
るように構成されることを特徴とする、請求項２に記載のリザーバ組立体。
【請求項４】
　画像形成装置で用いるためのリザーバ組立体であって、
　インク供給源から圧力下で液体インクを受け取るように構成されたインク入口ポートを
含む背面プレートと、
　前記インク供給源から受け取ったインクを保持し、前記インクがプリントヘッドに連通
するように構成されたインク槽を含む前面プレートと、
　前記背面プレートに結合された堰プレートであって、前記堰プレート及び前記背面プレ
ートは、これらの間にフィルタ・チャンバを囲み、前記フィルタ・チャンバは、前記イン
ク入口ポートを介してインクを受け取り、また受け取ったインクを、前記堰プレート内の
インク供給経路開口へ向けるように構成され、前記堰プレート内のインク供給経路開口は
、前記背面プレート内のインク入口ポートの断面積より小さい第１の断面積を有し、前記
フィルタ・チャンバは、前記インク入口ポートと前記堰プレート内の前記インク供給経路
開口との間に配置された少なくとも１つのフィルタを含む、前記堰プレートと、
　前記堰プレートと前記前面プレートとの間に結合された泡プレートであって、前記泡プ
レートは、前記堰プレート内のインク供給経路開口と位置合わせされたインク供給経路開
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口を含み、前記泡プレート内のインク供給経路開口は、前記堰プレート内のインク供給経
路開口の前記第１の断面積よりも小さい第２の断面積を有する、前記泡プレートと、
　前記堰プレートと前記泡プレートとの間に配置されたヒータであって、該ヒータは、前
記堰プレート及び泡プレート内のインク供給経路開口と位置合わせされたインク供給経路
開口を含み、前記ヒータ内のインク供給経路開口は、前記堰プレート内のインク供給経路
開口よりも大きく、前記堰プレート内のインク供給回路によって前記ヒータから前記堰プ
レートを通じて流れるインクを抑制することができ、前記ヒータは、前記フィルタ・チャ
ンバ、前記インク供給経路、及び前記インク槽内に収容される固形インクを溶融状態で維
持するために、前記リザーバ組立体において熱を生成するように構成されている、前記ヒ
ータと、
を含むことを特徴とするリザーバ組立体。
【請求項５】
　前記ヒータは、前記フィルタ・チャンバ、前記インク供給経路、及び前記インク槽内に
収容される固形インクを、９０℃から１４０℃までの間に維持するのに十分な熱を生成す
るように構成されることを特徴とする、請求項４に記載のリザーバ組立体。
【請求項６】
　前記堰プレート及び前記泡プレートは、それぞれ熱伝導材料で形成され、前記ヒータに
熱的に結合されていることを特徴とする、請求項５に記載のリザーバ組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に、相変化インクジェット画像形成装置に関し、具体的には、こうした
画像形成装置で用いられるプリントヘッドにおける泡を減少させるための方法及び装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　固形インク又は相変化インクプリンタは、通常、ペレット又はインクスティックのいず
れかで、固体形態のインクを受け取る。固形インクのペレット又はインクスティックは、
典型的には、プリンタのインク・ローダの挿入開口部を通して挿入され、インクスティッ
クは、給送機構及び／又は重力により、給送チャネルに沿って、固形インク溶融組立体の
方向に押し込まれる又は滑らされる。溶融組立体は、固形インクを溶融して液体にし、そ
の液体は、溶融インク容器に送給される。溶融インク容器は、ある量の溶融インクを保持
し、かつ、必要に応じて、溶融インクをプリンタの少なくとも１つのプリントヘッドに近
接して配置された１つ又はそれ以上のプリントヘッド・リザーバに伝えるように構成され
る。この溶融インク容器は、該溶融インク容器とプリントヘッドとの間の溶融組立体上に
配置することができ、又は、ヘッド・リザーバの一部とすることができる。
【０００３】
　一部の印刷システムにおいて、遠隔インク容器は、インク容器とプリントヘッド・リザ
ーバとの間に延びるインク送給導管又はチューブを通して、内部に保持される溶融相変化
インクをプリントヘッド・リザーバに伝えるように構成される。インク容器内に正圧を導
入して、容器内のインクが送給導管に入り、プリントヘッド・リザーバに移動するように
することにより、インクは、インク送給導管を通して送出される。加圧インクがプリント
ヘッド・リザーバに到達すると、加圧インクは、典型的には、インクが保持されるオンボ
ード・チャンバ又は槽に達する前に、フィルタに通され、必要に応じて、プリントヘッド
のインクジェットに送給される。
【０００４】
　溶融相変化インクをプリントヘッド・リザーバに伝えるために加圧インク送給を用いる
際に直面する１つの問題は、プリントヘッド・リザーバにおける泡の形成である。例えば
、プリンタがオフにされたとき又はスリープ・モードに入ったとき、インク容器、導管、
及びプリントヘッド・リザーバ内に残っている溶融インクが固化又は凝固することがある
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。その後再びプリンタの電源が入れられたとき又はスリープ・モードから復帰したとき、
インクの液の中に存在した空気が液から出て、インク容器、導管、及びプリントヘッド・
リザーバ内に気泡又は空気ポケットを形成することがある。加圧インクを送給する際、イ
ンク容器、導管、及びプリントヘッド・リザーバ内に閉じ込められた空気は、溶融インク
と共に、プリントヘッド・リザーバ・フィルタを通して押し出され、泡を生じさせること
がある。泡は、３つの問題をもたらす。すなわち、１）泡は、プリントヘッドのオンボー
ド・インク槽の名目最大液体インク・レベルより上の容積を完全に満たし、色混合及び／
又は通気ラインの詰まりをもたらす、２）泡が液体インクよりも大きい容積を占めるため
、泡は、レベル感知プローブにおいて「満杯」という間違った指示値をもたらすことがあ
る、３）泡は、インクジェットに至るインク流路において同伴される可能性が高く、典型
的には、断続的脆弱・消失ジェット（Ｉｎｔｅｒｍｉｔｔｅｎｔ　Ｗｅａｋ　ａｎｄ　Ｍ
ｉｓｓｉｎｇ　ｊｅｔｓ、ＩＷＭ）と呼ばれる、インクジェットの機能不良を引き起こす
ことがある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　別の実施形態においては、相変化インク画像形成装置で用いるためのリザーバ組立体が
、インク供給源から液体インクを受け取るように構成されたインク入口ポートを含む背面
プレートと、インク供給源から受け取ったインクを保持し、インクをプリントヘッドに伝
えるように構成されたインク槽を含む前面プレートとを含む。泡プレートが、前面プレー
トと背面プレートとの間に配置される。泡プレート及び背面プレートは、これらの間にフ
ィルタ・チャンバを囲む。フィルタ・チャンバは、インク入口ポートを介してインクを受
け取るように構成され、泡プレートは、フィルタ・チャンバからインク槽へのインク泡の
流れを抑制するように構成されたスリットを出る薄いチャンバを含み、従って、泡の大部
分が潰される。フィルタ・チャンバは、インク入口ポートと泡プレート内のスリットとの
間に配置された少なくとも１つのフィルタを含む。
【０００６】
　本開示の前述の態様及び他の特徴が、添付の図面と併せて以下の説明に記載される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】オンボード・インク・リザーバを含むインクジェット印刷装置の実施形態の概略
ブロック図である。
【図２】オンボード・インク・リザーバを含むインクジェット印刷装置の別の実施形態の
概略ブロック図である。
【図３】図１及び図２のインクジェット印刷装置のインク給送コンポーネントの実施形態
の概略ブロック図である。
【図４】図１－図３のオンボード・リザーバの１つの実施形態を形成するプレートの分解
斜視図である。
【図５】図４のオンボード・インク・リザーバの側断面図である。
【図６】開口部の中を見る、泡減少インク供給経路の図である。
【図７】泡プレートを含むリザーバ組立体の別の実施形態の分解斜視図である。
【図８】泡プレートを示す図７のリザーバ組立体の前方断面図である。
【図９】図７のリザーバ組立体の側断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　ここで用いられる「画像形成装置」という用語は、一般に、画像を印刷媒体に適用する
ための装置を指す。「印刷媒体」は、事前に切断されたものであろうと、又はウェブ状で
給送されたものであろうと、薄い物理的な紙、プラスチック、或いは画像に適した他の物
理的な印刷媒体基材とすることができる。画像形成装置は、仕上げ機、給紙機等といった
種々の他のコンポーネントを含むことができ、コピー機、プリンタ、又は多機能機械とし
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て具体化することができる。「印刷ジョブ」又は「文書」とは、通常は、特定のユーザか
らの、１組のオリジナルの印刷ジョブシート又は電子文書ページ画像からコピーされた１
つ又はそれ以上の丁合いされたコピーの組であるか、或いは別の方法により関連された、
１組の関連するシートである。画像は、一般に、マーキングエンジンにより印刷媒体上に
レンダリングされる電子形態の情報を含むことができ、テキスト、グラフィックス、絵等
を含むことができる。
【０００９】
　図１及び図３は、コントローラ１０と、プリントヘッド２０とを含むインクジェット印
刷装置の実施形態の概略的なブロック図であり、プリントヘッド２０は、インク３３の液
滴を印刷出力媒体１５上に放出するための複数の液滴放出液滴生成器を含むことができる
。印刷出力媒体搬送機構４０が、印刷出力媒体をプリントヘッド２０に対して動かすこと
ができる。プリントヘッド２０は、このプリントヘッド２０に取り付けられた複数のオン
ボード・インク・リザーバ６１、６２、６３、６４からインクを受け取る。オンボード・
インク・リザーバ６１－６４は、それぞれ、それぞれのインク供給チャネル７１、７２、
７３、７４を介して、複数の遠隔インク容器５１、５２、５３、５４からインクを受け取
る。
【００１０】
　インクジェット印刷装置は、インクを遠隔インク容器５１－５４に供給するためのイン
ク送給システム（図１－図３には図示されていない）を含む。一実施形態においては、イ
ンクジェット印刷装置は、相変化インク画像形成装置である。従って、インク送給システ
ムは、固形状態の相変化インクの少なくとも１つのカラーの少なくとも１つの供給源を有
する相変化インク送給システムを含む。相変化インク送給システムはまた、固形状態の相
変化インクを溶融又は相変化させて液状にし、溶融した相変化インクを適切な遠隔インク
容器に給送するための溶融・制御装置（図示せず）も含む。
【００１１】
　遠隔インク容器５１－５４は、内部に保持される溶融相変化インクをオンボード・イン
ク・リザーバ６１－６４に伝えるように構成される。一実施形態においては、例えば、複
数の弁８１、８２、８３、８４を介して、加圧空気供給源６７により与えられる加圧空気
によって、遠隔インク容器５１－５４を選択的に加圧することができる。遠隔容器５１－
５４からオンボード・リザーバ６１－６４へのインクの流れは、例えば、圧力又は重力に
よるものとすることができる。出力弁９１、９２、９３、９４を設けて、オンボード・イ
ンク・リザーバ６１－６４へのインクの流れを制御することができる。
【００１２】
　オンボード・インク・リザーバ６１－６４はまた、例えば、遠隔インク容器５１－５４
を選択的に加圧し、弁８５を介して空気チャネル７５を加圧することによっても、選択的
に加圧することができる。或いは、インク供給チャンネル７１－７４を、例えば、出力弁
９１－９４を閉じることによって閉鎖し、空気チャネル７５を加圧することができる。オ
ンボード・インク・リザーバ６１－６４を加圧して、例えば、プリントヘッド２０におけ
る洗浄動作又はパージ動作を行なうことができる。オンボード・インク・リザーバ６１－
６４及び遠隔インク容器５１－５４は、溶融固体インクを含有するように構成することが
でき、加熱することができる。インク供給チャンネル７１－７４及び空気チャネル７５を
加熱することもできる。
【００１３】
　オンボード・インク・リザーバ６１－６４は、通常の印刷動作中、例えば、弁８５を制
御して、空気チャネル７５を大気に通気することによって、大気に通気される。オンボー
ド・インク・リザーバ６１－６４はまた、遠隔インク容器５１－５４からのインクの非加
圧転写中（すなわち、オンボード・インク・リザーバ６１－６４を加圧することなくイン
クが転写される場合）に大気に通気することもできる。
【００１４】
　図２は、図１の実施形態に類似しており、プリントヘッド２０により放出された液滴を
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受け取るための転写ドラム３０を含むインクジェット印刷装置の実施形態の概略的なブロ
ック図である。印刷出力媒体搬送機構４０は、転写ドラム３０に対して、出力印刷媒体１
５と回転係合して、転写ドラム上に印刷された画像が印刷出力媒体１５に転写されるよう
にする。
【００１５】
　図３に概略的に示すように、インク供給チャンネル７１－７４及び空気チャネル７５の
一部を、多導管ケーブル７０における導管７１Ａ、７２Ａ、７３Ａ、７４Ａ、７５Ａとし
て実装することができる。
【００１６】
　加圧されたインクがプリントヘッドのオンボード・リザーバに到達すると、加圧インク
は、印刷媒体（図１）、又は転写ドラム３０（図２）のような中間転写部材上に噴出する
ためにインクをインクジェットに伝えるように構成されたオンボード・リザーバ内のチャ
ンバ又は槽内に集められる前に、フィルタに通される。上述のように、電源投入又はスリ
ープ・モードからの復帰といった過渡状態において、閉じ込められた空気は、溶融インク
と共にオンボード・リザーバ内のフィルタを通して押し出されて泡を形成し、泡によりオ
ンボード・リザーバのインク槽又はチャンバがいっぱいになり、インクの色が混合し、空
気経路が詰まることがある。泡により、槽又はチャネル内のインク・レベル・センサが、
インク・レベルを読み違えること又は誤った解釈をすること、及び／又は、プリントヘッ
ドのインクジェットを部分的に又は完全に阻止することもあり、断続的脆弱・消失ジェッ
ト（ＩＷＭ）をもたらす。
【００１７】
　リザーバ・フィルタを通して加圧インクを送給することにより引き起こされる、プリン
トヘッド・リザーバにおける泡形成を減少させる又は排除するために、本開示は、オンボ
ード・リザーバ６１、６２、６３、６４を実装するために用いることができ、かつ、泡が
リザーバ組立体のインク槽に入る前に、泡を構成する気泡を潰し、圧縮し、引き伸ばし、
及び／又は剪断するように設計された、リザーバ・フィルタとオンボード・リザーバのイ
ンク槽又はチャンバとの間の一連の泡減少通路、開口部、又は経路を提供する、リザーバ
組立体を提案する。泡減少経路は、フィルタとオンボード・リザーバのインク槽との間に
リザーバ組立体を構成するプレート内の構造部により形成することができ、かつ、泡がリ
ザーバ槽に到達する前に、インク供給経路に入る泡を構成する気泡を、潰し、圧縮し、引
き伸ばし、及び／又は剪断することを可能にする少なくとも１つの特徴を有する。泡減少
経路が、該経路に入る泡の中の気泡を潰し、及び／又は剪断するのを可能にする特徴の例
として、アスペクト比を変更すること、インク／泡が経路に沿って移動するときに経路の
断面積を減少させること、及び経路に沿った相対的に鋭利な縁部が挙げられる。さらに、
本説明は、主として、相変化インク画像形成装置のプリントヘッド・リザーバ組立体にお
ける泡減少インク通路の利用に向けられるが、こうした泡減少通路を用いて、例えば、水
性インク、油性インク、ＵＶ硬化インク等のような他の形態のマーキング材料を用いるプ
リントヘッドにおける泡の形成を減少させること又は防止することもできる。従って、こ
こで利用される相変化インク及び相変化インク・プリントヘッドへの言及は、どのような
形でも本開示を制限するように解釈すべきではない。
【００１８】
　図４及び図５は、オンボード・リザーバ６１、６２、６３、６４を実装するためのリザ
ーバ組立体６０の実施形態を示す。リザーバ組立体６０は、インク槽及びインク供給経路
を収容するハウジングを形成するよう組み立てられた複数のプレート又はパネルで形成さ
れる。１つの実施形態においては、リザーバ組立体は、背面パネル又はプレート１０４と
、前面パネル又はプレート１０８とを含む。背面パネル１０４と前面パネル１０８との間
には、フィルタ組立体１２０が配置され、次いで、ヒータ・シート又はパネル１１０が、
第１の熱分配プレート１１４と第２の熱分配プレート１１８に挟まれている。背面パネル
１０４は、通常、遠隔インク容器５１－５４からインクを受け取るリザーバ組立体６０の
後部を構成し、前面パネル１０８は、プリントヘッドのインクジェットを給送するリザー
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バ６１－６４を含む。
【００１９】
　ヒータ１１０は、そこを通って流れる電流に応答して熱を生成する、抵抗熱テープ、ト
レース、又はワイヤの形態とすることができる加熱素子を含む。加熱素子は、内部に含ま
れる相変化インクを適切な温度に維持する又は加熱するために、生成された熱を適切な量
でリザーバ組立体のプレートに伝達するのを可能にする熱的性質を有する電気絶縁で両側
を覆うことができる。１つの実施形態においては、ヒータ１１０は、下記により詳細に説
明される方法で作られるカプトン・ヒータである。異なる温度環境のために、又は、アン
ビリカル組立体の他の実施形態の構成についてのコスト及び幾何学的形状の問題に対処す
るために、シリコン・ヒータのような代替的なヒータ材料及び構成を用いることもできる
。
【００２０】
　背面プレート１０４、第１のヒータ・プレート１１４、第２のヒータ・プレート１１８
、フィルタ組立体１２０、及び前面プレート１０８の各々は、ステンレス鋼又はアルミニ
ウムなどの熱伝導材料で形成することができ、例えば感圧接着剤又は他の好適な接着剤又
は結合剤などにより、任意の好適な方法で互いに接合又は封止することができる。ヒータ
１１０は、そこを通って流れる電流に応答して熱を生成する、抵抗熱テープ、トレース、
又はワイヤの形態とすることができる加熱素子を含む。加熱素子は、内部に含まれる相変
化インクを適切な温度に維持する又は加熱するために、生成された熱を適切な量でリザー
バ組立体のプレートに伝達するのを可能にする熱的性質を有する、ポリイミドのような電
気絶縁材料で両側を覆うことができる。１つの実施形態においては、ヒータは、リザーバ
組立体内のインクを約摂氏１００度から約摂氏１４０度までの温度範囲内に維持するよう
、熱を一様勾配で生成するように構成される。ヒータ１１０はまた、他の温度範囲で熱を
生成するように構成することもできる。ヒータ１１０は、プリンタを電源切断状態からオ
ンにしたときに行ない得るように、リザーバ組立体が、該リザーバ組立体の通路及びチャ
ンバ内で固化した相変化インクを溶融するのを可能にするために十分な熱を生成すること
ができる。
【００２１】
　高度に局在した熱が原因でヒータ１１０が自己破壊しないように、ヒータを熱伝導性ス
トリップに連結し、ヒータ長に沿った熱一様性を改善することができる。熱導体は、電気
絶縁された加熱トレースの少なくとも一方の側の上に配置された、アルミニウム、銅、又
は他の熱伝導性材料の層又はストリップとすることができる。熱導体は、高熱伝導性経路
をもたらすので、熱エネルギーは、その大部分にわたって迅速かつより一様に広がる。熱
エネルギーの急速な伝達は、トレース温度を、損傷する限界より低く維持し、トレース及
び組立体の他のコンポーネントに余分な応力がかかるのを防ぐ。より少ない熱応力により
、ヒータの層の剥離を引き起こし得るトレースの熱座屈が少なくなる。
【００２２】
　ヒータ１１０が構成された後、第１の熱分配プレート１１４が、ヒータ１１０の一方の
側に接着又は接合される。第１の熱分配プレート１１４は、両面感圧接着剤（ＰＳＡ）を
用いて、ヒータに接着接合することができる。同様に、リザーバ組立体の第２の熱分配プ
レート１１８が、ヒータ１１０の他方の側に接着又は接合される。この構成により、リザ
ーバ内のインクを所望の温度に維持するために、単一のヒータを用いて、実質的にリザー
バ組立体全体において熱を生成することが可能になる。１つの実施形態においては、ヒー
タは、リザーバ組立体内のインクを、約摂氏１００度から約摂氏１４０度までの温度範囲
内に維持するために、一様の勾配で熱を生成するように構成される。ヒータ１１０はまた
、他の温度範囲内で熱を生成するように構成することもできる。ヒータは、プリンタを電
源切断状態からオンにしたときに行ない得るように、リザーバ組立体の通路及びチャンバ
内で固化した相変化インクを溶融することができる。
【００２３】
　一般に、インクは、背面プレート１０４から前面プレート１０８に向けて移動する。背



(8) JP 5094892 B2 2012.12.12

10

20

30

40

50

面パネルは、関連した遠隔インク容器５１－５４（図１－図３）からそこを通ってインク
を受け取るために、それぞれ供給チャネル７１、７２、７３、７４に接続された入口ポー
ト１７１、１７２、１７３、１７４を含む。入口ポートを介して受け取ったインクは、背
面プレート及び第１のヒータ・プレートを近接配置することによって形成されるフィルタ
・チャンバに向けられる。図５に示されるように、背面パネル１０４及び／又は第１のヒ
ータ・プレート１１４は、フィルタ・チャンバ１２４を定める凹部、キャビティ、及び／
又は壁を含むことができる。各々のフィルタ・チャンバ１２４は、入口ポート１７１－１
７４（図５ではポート１７４）の１つを介してインクを受け取るように構成される。垂直
方向のフィルタ組立体１２０が、背面プレート１０４と第１のヒータ・プレート１１４と
の間に挟まれ、これらと実質的に平行に位置している。フィルタ組立体は、通常、粒子が
インクの中に入り、ジェット・プロセスにおいて問題を引き起こすのを防止する。粒子は
、ジェットを詰まらせて、ジェットが機能しなくなること又は軸外に発射されることがあ
る。垂直方向フィルタは、よりコンパクトなプリントヘッド・リザーバを可能にするが、
フィルタを、垂直方向ではなく他の角度で配置することもできる。同様に、フィルタは非
常に繊細なものであるので、フィルタにわたる圧力低下を減少させるために、フィルタの
表面積が最大にされる。水平方向に対してある角度をなすフィルタは、より広い表面積を
もたらす。フィルタ組立体のフィルタは、任意の好適な方法で背面パネル及び第１の熱分
配プレートの一方に接合又は接着することができる。代替的に、フィルタ組立体のフィル
タは、スロット又は溝のような、背面パネル及び／又は第１の熱分配プレート内の成形さ
れた又は他の方法で形成された構造部によって適所に保持することもできる。
【００２４】
　図４及び図５の実施形態においては、第１のヒータ・プレート１１４は、リザーバ組立
体に組み込まれたフィルタ・チャンバ１２４の各々の中の上方の場所に配置された開口部
２７１、２７２、２７３、２７４を含む堰プレートを含む。第１のヒータ・プレート内の
開口部２７１－２７４は、泡減少インク供給経路への入口を含む。ヒータ１１０及び第２
のヒータ・プレート１１８は、対応する開口部を含み、これらの対応する開口部は、第１
のヒータ・プレート／堰プレート内の開口部と位置合わせされて、泡減少インク供給経路
の残りの部分を形成する。例えば、図４に示されるように、第２のヒータ・プレート１１
８は、インク経路開口部４７１－４７４を含み、ヒータは、インク経路開口部３７１－３
７４を含む。
【００２５】
　ヒータ、並びに第１及び第２のヒータ・プレート内の開口部により形成された泡減少イ
ンク供給経路は、フィルタ・チャンバ１２４内において受け取ったインクを、ここでは槽
プレートと呼ばれる、前面パネル１０８に組み込まれた関連したリザーバ又は槽６１－６
４に案内する。図４に示されるように、前面パネルは、第２のヒータ・プレート１１８の
方向に延び、かつ、協働してリザーバ６１－６４を定める複数の槽壁１２８を含む。リザ
ーバ６１－６４は、プリントヘッドが作働し、リザーバ６１－６４内の出口開口部を通し
てインクを引き込み、インクを射出できるジェットスタックにインクジェットを向けるま
で、インクを保持する。各々のリザーバは、リザーバが圧力を自己調整するのを可能にす
る通気口１３４を含む。次いで、ジェットは、圧力低下に直面することなく、チャネル１
３０を通してインクを引き込むことができる。さらに、リザーバ通気口を空気チャネル７
５（図１－図３）に作働可能に連結することができるので、正圧をリザーバ６１－６４内
に導入し、プリントヘッドにおける洗浄動作又はパージ動作を行なうことができる。
【００２６】
　リザーバ組立体に加圧インクを給送する際、インクは、それぞれのフィルタ・チャンバ
１２４を満たし、フィルタ・チャンバ１２４内に配置されたフィルタ１２０を通過し、第
１のヒータ／堰プレート内の泡減少インク供給経路開口部に向けられる。第１のヒータ・
プレート１１４内のインク供給経路開口部２７１－２７４の位置は、インクが、前面プレ
ート１０８内の対応するリザーバ６１－６４内に移動する堰として働く。第１のヒータ・
プレート１１４内の開口部２７１－２７４は、フィルタ・チャンバ１２４からインク槽６
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１－６４に向けての流れの断面を狭窄する又は減少するように働き、そのことにより、ヒ
ータ・プレート開口部２７１－２７４が、形成され得る、あらゆる泡を構成する最大気泡
の中の多くを潰すこと又は剪断することが可能になる。
【００２７】
　第１のヒータ・プレート内の開口部２７１－２７４は、円、正方形、楕円、及び矩形な
どの任意の好適な形状及び／又はサイズを有することができ、丸みのある縁部又は真っ直
ぐな縁部を有してもよく、規則的な形状にしても又は不規則的な形状にしてもよい。気泡
がインク供給経路に入るときに、第１のヒータ・プレート内のインク供給経路開口部が気
泡を潰す又は剪断する能力は、開口部の寸法に対応する。第１のヒータ・プレート内の開
口部に対して、開口部が気泡を潰す又は剪断する能力を高める形状又はアスペクト比を与
えることができる。例えば、第１のヒータ・プレート内のインク供給経路開口部に、細長
い円、楕円、又は矩形などの細長いスロット状の形状を与えることができる。図６は、フ
ィルタ・チャンバ１２４からインク槽の方向に、泡減少インク供給経路の特定の実施形態
を見る図である。図６に示されるように、第１のヒータ・プレート１１４内のインク供給
経路開口部２７４は、細長い形状を有する。特に、第１のヒータ・プレート内のインク供
給経路開口部２７４は、開口部の長い側の間の開口部の幅に対応する第１の寸法Ａと、開
口部２７４の短い側の間の開口部の幅に対応する第２の寸法Ｂとを有する。第１の寸法Ａ
は、第２の寸法Ｂよりも狭い。当業者であれば判断できるように、第１のヒータ・プレー
ト内のスロット形状の開口部は、開口部の第１の寸法又はより狭い寸法よりも大きい直径
を有する気泡を、潰す、圧縮する、又は剪断することができる。
【００２８】
　インク及び／又は泡が、第１のヒータ内の泡減少開口部を通過した後、流れは、ヒータ
内の開口部３７４を通って移動される。ヒータ内の開口部３７１－３７４は、典型的には
、製造プロセスのための設計により、第１及び第２のヒータ・プレート内の開口部２７１
－２７４よりも大きい。次に、インク泡の流れは、それぞれの泡減少インク供給経路に沿
って続行し、泡減少インク供給経路において、第２のヒータ・プレート内の開口部４７４
を通って移動される。第１のヒータ・プレート内のインク供給経路開口部を通ってインク
供給経路に入る泡をさらに減少させる又は排除するために、第２のヒータ・プレート１１
８は、経路に沿った流れの断面をさらに減少させるように、第１のヒータ・プレート１１
４内のインク供給経路開口部２７１－２７４と比べて、少なくとも１つの寸法又はアスペ
クトが小さい開口部４７１－４７４を有する泡プレートを含む。第２のヒータ／泡プレー
トを通る流れの断面の減少は、泡が槽に到達する前に、第１のヒータ・プレート内の開口
部を通ることが許容される泡の気泡の中のより多くを、潰し又は剪断するように働く。
【００２９】
　図４－図６の実施形態においては、泡プレート内の開口部は、わずかに小さいだけで第
１のヒータ・プレート内の開口部とほぼ同じ形状である。しかしながら、泡プレート開口
部は、他の形状を有することができる。特に、泡プレート内のインク供給経路開口部は、
開口部の長い側の間の開口部の幅に対応する第１の寸法Ｃと、開口部の短い側の間の開口
部の幅に対応する第２の寸法Ｄとを有する。泡プレート内の開口部の第１の寸法Ｃは、第
２の寸法Ｄより小さいが、泡プレート開口部４７１－４７４の第１の寸法Ｃ及び第２の寸
法Ｄは両方とも、それぞれ第１のヒータ・プレート１１４内の開口部２７１－２７４の第
１の寸法Ａ及び第２の寸法Ｂよりも小さい。しかしながら、泡が前面プレート内のインク
槽に到達する前にインク供給経路に入るあらゆる泡の中の気泡の少なくとも一部を潰す又
は剪断するために、開口部が泡減少経路を通る流れの断面を減少させるように働く限り、
泡プレート１１８内のインク供給経路開口部４７１－４７４は、任意の適切な形状及び／
又はサイズを有することができる。上述したリザーバ組立体は、第１のヒータ・プレート
内の開口部から下流の流れの断面を減少させるために単一の泡プレートを含むものである
が、例えば、供給経路に沿った流れの断面を徐々に減少させる多数の泡プレートを用いる
こともできる。
【００３０】
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　泡プレート１１８内の泡減少開口部４７１－４７４がそこを通過する気泡を潰す又は剪
断する能力をさらに強化するために、泡プレートを薄い又は狭いプレートとして提供する
ことができるので、泡プレート内の開口部の縁部（図５）は、比較的「鋭利」である。例
えば、図４－図６の実施形態において、泡プレート１１８は、約０．１ｍｍから約１ｍｍ
までの厚さを有することができるが、泡プレートについていずれの適切な厚さを用いるこ
ともできる。泡プレートを通る開口部４７１－４７４における薄い縁部は、縁部が、より
厚い縁よりも容易に、気泡を穿孔し、潰すことを可能にする。ここで用いられるように、
開口部の縁部は、開口部が形成されるプレートの平坦な面の間に延びる開口部の内壁を指
す。
【００３１】
　泡プレートをプリントヘッド・リザーバの他の実施形態に組み込み、フィルタを通る加
圧インク給送の際に形成され得る泡を減少させることができる。例えば、図７－図９は、
前面プレート２０４と背面プレート２０８との間に配置された泡プレート２００を含むリ
ザーバ組立体６０´の代替的な実施形態を示す。図７及び図９に示されるように、背面プ
レート２０８は、インクを受け取るために、図１－図３の供給チャネル７１、７２、７３
、７４などの供給チャネルに接続することができる入口ポート１７１、１７２、１７３、
１７４を含む。リザーバ組立体６０´は、シリコーン接着剤などにより任意の好適な方法
で、背面プレート２０８に接合できるフィルタ・ディスクの形態のフィルタ２１０を含む
。泡プレート２００は、フィルタ・ディスクの周りにフィルタ・チャンバ２０６を形成す
るように、背面プレート２０８に隣接して配置され、かつ、フィルタ・チャンバ及び対応
するフィルタ・ディスクを通過するインク泡の流れを抑制するように配置された開口部又
はスリット２１８を出るチャネルを含む。泡プレート２００内のチャネル及びスリット２
１８は、インクの流れを、前面プレート２０４内に組み込まれた図９に示されるような関
連したリザーバ又は槽６３´に向ける。図４と同様に、前面プレート２０４は、泡プレー
ト２００及び裏面プレート２０８の方向に延びてオンボード・インク槽を定める、複数の
槽壁１２８´（図８）を含む。図９の槽６３´のような槽は、プリントヘッドが作働し、
インクを供給チャネル２１２に引き込み、インクが射出されるジェットスタック（図示せ
ず）にインクを移動させるまで、インクを保持する。各々のリザーバは、リザーバが圧力
を自己調整するのを可能にする通気口２２０を含むので、ジェットスタックは、圧力低下
に直面することなく、チャネル２１２を通してインクを引き込むことができる。さらに、
リザーバ通気口２２０を空気チャネル７５（図１－図３）に作働可能に連結することがで
きるので、正圧を槽内に導入し、プリントヘッド２０における洗浄動作又はパージ動作を
行なうことができる。
【符号の説明】
【００３２】
１０：コントローラ
１５：印刷出力媒体
２０：プリントヘッド
３０：転写ドラム
３３：インク
４０：印刷出力媒体搬送機構
５１、５２、５３、５４：遠隔インク容器
６０、６０´：リザーバ組立体
６１、６２、６３、６３´、６４：インク・リザーバ
６７：加圧空気供給源
７１、７２、７３、７４、２１２：供給チャネル
７５：空気チャネル
８１、８２、８３、８４、８５：弁
９１、９２、９３、９４：出力弁
１０４、２０８：背面プレート
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１０８、２０４：前面プレート
１１０：ヒータ
１１４：第１の熱分配プレート
１１８：第２の熱分配プレート
１２０：フィルタ組立体
１２４、２０６：フィルタ・チャンバ
１２８´：槽壁
１３０：チャネル
１３４、２２０：通気口
１７１、１７２、１７３、１７４：入口ポート
２００：泡プレート
２１０：フィルタ
２１８：スリット
２７１、２７２、２７３、２７４：開口部
３７１、３７２、３７３、３７４、４７１、４７２、４７３、４７４：インク経路開口部

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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